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 ３９日間の長い休みを経て、本日より２学期が始まりました。 

 真っ黒に日焼けした児童、久しぶりに会った友達と楽しそうに会話する児童、眠そうな顔をしている

児童など様々な夏休みを過ごしたようです。 

 新型コロナウィルス感染拡大の第７波で始まった夏休みでしたが、約 1ヶ月もの間、感染者数も高止

まりが続いており、現在も予断を許さない状況です。 

 2学期は暑さ厳しい中でのスタートとなりますが、運動会の練習もあり、熱中症対策を優先した指導

が大切と考えております。 

熱中症対策と感染防止対策を両立させるという難しい舵取りとなりますが、児童が安全に過ごせるよ

う努力してまいります。引き続きご理解・ご協力のほどをよろしくお願いいたします。 
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＜軽スポーツチャレンジ＞     ＜ダンスチャレンジ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

約９０名の児童が参加し、子供たちは楽しく体験学習を行いました。学校支援ボランティアの皆様、

ご協力ありがとうございました。 
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【お知らせ】 

※運動会の実施について 

 9／17(土)に予定されている運動会ですが、新型コロナウイルス感染状況を鑑み、11／19(土)に延

期することになりました。これに伴い、9/2(金)予定の PTA 運営委員会は運動会関係の議題が中心の

ため、後日に延期させていただきます。詳細については改めてお伝えいたします。ご理解・ご協力のほ

どをよろしくお願いいたします。 

 

※2学期の新型コロナウイルス感染防止対策について 

 現在、栃木県の警戒度レベルは２となっており、学校においては引き続き感染防止対策を徹底しなが

ら学びを止めない方針の下、今後も可能な限り通常の教育活動を実施してまいります。詳細については

別紙の通知をご覧ください。なお、感染状況により臨機応変な対応が求められるため、様々な計画の変

更を余儀なくされる場合も予想されます。保護者の皆様には感染拡大を防止するための対策であること

をご理解くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜校長のつぶやき＞      ～わたしの夏休み～ 

 

 今年の夏休みは、新型コロナウィルス感染拡大の第 7 波到来ということもあって、外出せ

ずに自宅でのんびり過ごすことが多かった気がします。 

ある暑さ厳しい日のことでした。エアコンの効いたリビングでぐっすり昼寝をしていたら、隣

の家から幼い子供の楽しそうな声が聞こえてきました。 

庭にビニールプールを用意し、孫と楽しそうに過ごしている老夫婦の姿が。孫から水鉄砲で打

たれているおじいちゃんは、満面の笑みを浮かべていました。窓越しに眺めていた自分もいつの

間にか笑顔になり、気がつけば 30分も時間が過ぎていて、こちらまで明るい気持ちになりまし

た。 

ついこの間まで、我が家も騒がしいくらい活気があったのに、今は静寂に包まれる日々。子供

たちが小学生だった頃は、毎週どこかへ出かけたり、自宅にいても庭にテントを張って過ごした

りと、かえって週末のほうが疲れることもありました。思えばあの頃が我が家の最盛期だったの

かもしれません。 

最近、隣のご夫婦が以前よりも元気になり、二人そろって庭の 

手入れをする姿が増えました。これは、間違いなく孫が遊びに来る 

ようになったことが原因と思われ、子供が祖父母に元気を与える 

そのパワーに改めて感心します。 

今は静まり返っている我が家も、そのうちに自分の子供たちが家族を 

もち、孫を連れてくるようになれば再び活気が戻ってくるのでしょうか？ 

その日を楽しみに、家庭菜園に水をやる自分の姿がそこにはありました。 

 

 夏休みの間、普段いるはずの子供たちがいないため、静まりかえっている 

学校は不思議な気がします。やはり学校は子供たちがいてこそ学校なのだと 

思います。ここで勤務する我々は、子どもたちのあふれるパワーに触れる 

ことができて本当に幸せな職業であると思います。 

 2学期も新型コロナウィルス感染防止対策に追われる日々が続きます。 

それでも子供たちの学びを止めることのないよう、努力しようと改めて思う 

夏休みでした。 


